
アルプス展望広場付近にて撮影

清らかな風が流れる寺社仏閣、いにしえの物語を伝える旧跡、
見事な花を咲かせる桜の老木や、老若男女が楽しめる憩いの場所。
村内各所には、自然と人が長い時間をかけて守ってきた宝物があります。
四季折々の美しい景色をゆっくり訪ねてみませんか。

ゆっくり、のんびり、村めぐり。 訪れたい名所・みどころ

アクセス

アルプス 絶景ポイントオススメ

ひと足遅れの小川の春-日本記

澄みきった空と美味しい空気、四季折々に表情を変えるアルプスが村内各所から望める小川村。
遠くも、近くもなく、雄大にそびえ立つ北アルプス後立山連峰の絶景ポイントを紹介。 

県宝高山寺三重塔より秀峰鹿島槍遠望-高山寺

鹿島槍を望む-立屋

春の息吹き-立屋

薬師尾根より後立山連峰を望む

アルプス連峰の絶景地-桐山

めずらしい馬頭観音のある風景-日本記
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3月中旬～4月上旬まで鹿島槍ヶ岳の双耳峰の
間に夕日が沈む「ダイヤモンド鹿島槍」を見る
ことができます。
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⑲武部八幡宮
日本武尊（ヤマトタケル）と誉田別尊（ホム
タワケノミコト）を祭神とした県社。春秋
の例大祭は街道随一として有名。秋祭り前
夜祭は引き燈籠巡行、神楽・煙火の奉納で
賑わいます。

⑳戸隠神社信仰遺跡群
奥院、中院、宝光院、筏ヶ峰三院跡。1564年
から30年余、戸隠一山が戦火を逃れて移り
住んだ。慰霊碑戸隠万人塚は、戸隠開山400
年を記念し昭和47年に建立されました。

㉑薬師洞窟
虫倉登山道薬師尾根コースの途中にある
天然の洞窟で、江戸時代に木食上人 山居
（もくじきしょうにん さんきょ）が万体仏
を彫った修行の地。洞窟奥に祀られた薬師
如来像は災害・流行病・眼病にご利益があ
ると云われています。登山道はこの先、危
険な岩場となりますが、抜群の景色です。

㉒小根山小川神社
延喜式内社。申・寅年に行われる御柱祭は北
信濃随一の賑やかさ。里曳きは諏訪大社と
ほぼ同じ方式で行われ、里曳行列は800ｍ
にもなります。秋祭り前夜祭には3台の曳
き舞台や多くの神楽・煙火で賑わいます。

ふるさとらんど小川
　（小川村郷土歴史館）
小川村出身で、郷土に愛された第39～44
代長野県知事として活躍した西澤権一郎
氏が長年居住し、歴代21人の知事が住ま
われた知事公舎を移築復元。大正ロマンの
建物内に県政資料を展示。常設展や企画
展、漫画家富永一朗氏の色鉛筆画の展示な
どを行っています。 ☎026-269-2270

　本州のへそ
法地地区が本州の重心地点であるためこの
地を「本州のへそ」と呼び、小川村の新たな
名所となっています。全長21mの鐘が鳴る
賽銭箱も魅力。自家用車等をご利用下さい。

標高1,000mの大洞高原の一画にあるレジャー＆カルチャーエリア。60cmの反射望遠鏡をも
つ小川天文台は星空観察の拠点。星と緑のロマン館はアルプスの眺望抜群の宿泊施設です。
《星と緑のロマン館》 
飯縄山頂へは約30分の登山で途中に東屋と展望台があり、山頂からはさらに虫倉山への大
洞尾根コースがあります。
《小川天文台》 19：30～21：00 ※要予約 ※冬季閉台：12月末～3月中旬
《●星と緑の物産館》
農産物、土産品、飲食（小川タンメン等）のご提供　定休日 毎週水（祝日の場合は木）

㉗薬師沢石張水路工
　（国登録有形文化財）
昔から地すべり地帯であった稲丘東地区
に地すべり防止のため、明治19年～昭和
29年までの砂防工事で、直径30ｃｍ～1ｍ
の石を人力で積み上げた石張りの水路が
築かれています。総延長は221ｍ。現在も
地元の手入れが行き届き、砂防施設として
機能しています。水路岸には約1.3kmにわ
たり散策道が整備され、季節ごとに美しい
姿を見せてくれます。

㉓立屋の桜
墓の守り桜とし、鎮魂と真夏の暑さを避ける
為に植栽されたと伝えられています。昭和
54年に村天然記念物に指定されたエドヒガ
ンザクラ。樹高15m伝承350年。小川村は
桜の里、春には民家のまわりや山々に雄大に
咲き誇り、多くの写真愛好家で賑わいます。

善光寺、大町峯街道の「人改め」「物資改め」
を行った松代藩の番所。番所役人だった家
には藩主より賜った「番所の三道具」が伝
わります。春には辺り一面に見事な桜が咲
き誇ります。

㉖高山寺・県宝三重塔
信濃三十三番札所の結願所。三重塔は
1195（建久6）年に建立され、観音堂の本尊
聖観音像は1年に一度8月10日に御開帳。
厨子わきの千体仏は木食上人 山居作。

㉘アルプス展望広場
サンセットポイント「信州百選」に選ばれ
るなど、アルプスを一望できる抜群のロ
ケーション。夕日が沈む光景も幻想的。無
料観光望遠鏡、車椅子用トイレあり。

㉓立屋口留番所跡

15

14

⑰法蔵寺（ねこ寺）
日本昔話でも有名な「猫檀家伝説」ゆかりの
寺。猫が着たという袈裟が残されており、猫
塚も祀られています。 ☎026-269-2821

バレーやバスケット、フットサルなど多彩な
インドアスポーツが楽しめるアリーナ。温水
プールには、泳ぐ、遊ぶ、リラックスするの３
つの施設がそろっています。１年中、誰でも楽
しめるスポーツと健康づくりの拠点です。
◆休館日・毎週月曜日（月曜日が祝日または
振替休日の場合は、その翌日） ・休日の翌日・
年末年始  問い合わせ・予約 ☎026-269-1011

びっくらんど小川

　明松寺・馬事公苑
馬事公苑では、全日本チームや大学の馬術
部がトレーニングに訪れ馬術の練習風景
が見られます。明松寺の和尚さんが公苑
長。オリンピック選手を輩出。
☎026-269-2088

⑱おやき村
縄文住居を模した建物で、囲炉裏に掛けた
焙烙（ほうろく）で焼く、昔ながらのおやき
が食べられます。手打ちそばや、おぶっこ、
田舎懐石も好評。農家提案の漬物・瓶詰め
も魅力。月曜休。 ☎026-269-3767

㉓番所の桜
立屋口留め番所跡の近くにあり、「立屋の
桜」の実生の台木に接木された桜を育て移
植。色濃いベニシダレザクラとして成長
し、美しい花を咲かせます。
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車

＜名古屋・大阪方面＞
篠ノ井線→長野駅下車→アルピコバス高府・初引行き高府下車

JR

＜東京方面＞
上信越自動車道長野IC → R19 → 県道長野大町線 → 小川村

小川村観光パンフ別刷マップ_420×293mm

＜名古屋・大阪方面＞
長野自動車道安曇野IC → R147・高瀬川右岸道路 → 大町市
→県道長野大町線→小川村

＜東京方面＞
北陸新幹線長野駅下車→アルピコバス高府・初引行き高府下車

小川村観光協会（小川村役場内） 〒381-3302 長野県上水内郡小川村大字高府 8800-8お問合せ

web☎ 026 -269 -2323㈹  薨 026 -269 -3578 http://kankou.ogawamura.jp
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展
望
所

小
立
屋
展
望
所

パ
ノ
ラ
マ
展
望
所

ふ
る
さ
と
ハ
ウ
ス

　
ビ
オト
ー
プ

ruisseau
11colaboratory

3

二
反
田
の
桜

至
R19

至
土
口

至
萩
野

沢

川

川

戸 瀬

川
小

師
薬

至
Ｒ
19

長
野 至
中
条

至七二会

至
細
尾

林
り
ん
館

小
川
の
庄
お
や
き
村

道
の
駅「
お
が
わ
」･食
事
処「
味
菜
」･さ
ん
さ
ん
市
場
･農
の
花

小
川
天
文
台

ア
ル
プ
ス
展
望
広
場

土
尻
川

立
屋
の
桜

星
と
緑
の

ロ
マ
ン
館

サ
ン
セ
ット
ポ
イ
ント「

信
州
百
選
」

「
小
川
村
か
ら
の
ア
ル
プ
ス
」

 自
然
100選

景
観
選

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

び
っ
く

ら
ん
ど
小
川

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川

小
川
村
郷
土
歴
史
館

旧
長
野
県
知
事
公
舎

（
)

番
所
の
桜

大
町
市
美
麻

長
野
市
信
州
新
町

大
町
峰
街
道

長
野
市
鬼
無
里

白
馬
村

長
野
市
中
条

食
べ
る

遊
ぶ

泊
ま
る

寺
光

善

12

10

4

1514

奥
裾
花
自
然
園

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
台
 ま
で
車
で
20分

18

22
22

25

24

19

21

16

26

23

22

17

20

9

11

1998長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ノ
ー
マ
ル

ヒ
ル
、ラ
ー
ジ
ヒ
ル
、複
合
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技

が
行
わ
れ
まし
た
。

本
州
最
大
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
で
4

月
下
旬
～
6月
初
旬
の
開
花
は
観
光
客

で
賑
わ
う
。

27

29

ま
で
車
で
70分

13

8

B

C

A

A
G

F

D

ア
ル
ピ
コ
バ
ス・バ

ス
停

（
主
要
箇
所
の
み
）

村
営
バ
ス （
主
要
箇
所
の
み
）

W
.C

お
や
き

お
や
き

手
打
ち
そ
ば

石
仏・石

碑

観
光・ス

ポ
ー
ツ
施
設

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ンド

ア
ル
プ
ス
撮
影
ポ
イ
ント

～ 県
道

食
事
処

「
に
ほ
ん
の
里
 100選

」
2009年

1月
に
朝
日
新
聞
社
と

㈶
森
林
文
化
協
会
が
主
催
。
人

々
の
暮
ら
し
に
よ
っ
て
育
ま
れ

て
き
た
、
す
こ
や
か
で
美
し
い

里
を
全
国
か
ら
100カ

所
を
選
定
し
た
も
の
で
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合

フ
ラ
ン
ス
の
素
朴
な
美
し
い
村

を
厳
選
し
紹
介
す
る「
フ
ラ
ン
ス

で
最
も
美
し
い
村
」活
動
に
範
を

と
り
、失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻

と
り
、失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻

せ
な
い
日
本
の
農
山
魚
村
の
景

観
・
文
化
を
守
ろ
う
と
、2005年

、7つ
の
村
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
今
な
ら
ま
だ
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
、自
然
と
人

の
営
み
が
長
い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
た
日
本
の

美
し
さ
を
、慈
し
み
、楽
し
み
、未
来
へ
残
す
た
め
に
活

動
し
て
い
る
。小
川
村
は
2009年

10月
か
ら
加
盟
。

S
U
O
N
O
は
イ
タ
リ
ア
語
で
音
と
い
う
意
味
。風
、鳥
、森

な
ど
自
然
の
音
を
楽
し
み
な
が
ら
お
食
べ
下
さ
い
。

土
日
祝
の
営
業

080-9283-3510

　
G
elateria S

U
O
N
O

2 そ
ば
、う
ど
ん
を
中
心
に
し
た
田
舎
料
理
。蕎
麦
や
野
菜

は
自
家
栽
培
。完
全
予
約
制
。 026-269-2344

　
そ
ば
屋
　
友
楽
 （
そ
ば
・う
ど
ん・
田
舎
料
理
）

11213

13 3

星
と
緑
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア

キ
ャ
ン
プ
場

小
川
村
観
光

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「「
お
や
キ
ン
グ
」

お
や
キ
ン
グ
」

パ
ノ
ラ
マ

展
望
所

星
と
緑
の
物
産
館

ア
ット
ホ
ー
ム
な
旅
館
。う
ど
ん
打
ち
、お
や
き
作
り
体
験

も
可（
要
予
約
）。 026-269-2031

　
大
石
屋
旅
館
  （
宿
泊
）

5家
族
経
営
の
家
庭
的
な
宿
。 026-269-2018

　
佐
渡
屋
旅
館
 （
宿
泊
）

6　
年
中
夢
求
の
宿
 清
城
館
 （
宿
泊
）

7026-269-2017

黄
瀬
戸
、織
部
、黒
陶
な
ど
、様
々
な
表
情
の
食
器
や
花

器
を
制
作
。築
120年

の
蔵
で
展
示
、販
売
。

026-269-2580

　
ひ
ぐ
ら
し
窯
 （
陶
芸
）

9５
室
し
か
な
い
客
室
、横
幅
20m

の
展
望
テ
ラ
ス
、ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
、風
呂（
2
0
1
9
年
露
天
風
呂
建
築

中
）、食

堂
、す
べ
て
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
一
望
で
き
る
宿
で

す
。ペ
ット
犬
と
の
同
宿
も
Ｏ
Ｋ
。展
望
テ
ラ
ス
で（
ペ
ット

犬
も
可
）食
事
も
で
き
ま
す
。周
辺
に
は
番
所
の
桜
、立

屋
の
桜
、戸
隠
神
社
信
仰
遺
跡
群
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。　
026-269-3455

北
ア
ル
プ
ス
絶
景
の
宿
 林
り
ん
館
 （
宿
泊
）

小
川
村
産
の
地
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
、具
沢
山
の

田
舎
お
や
き
な
ど
、お
母
さ
ん
が
作
っ
た
ふ
る
さ
と
の
味
が

自
慢
。そ
の
ほ
か
定
食
か
ら
一
品
料
理
ま
で
幅
広
い
メ
ニ

ュ
ー
が
そ
ろ
う
。 026-269-3262

食
事
処
　
味
菜
 （
食
事
・
喫
茶
、お
や
き・そ

ば
）

　
道
の
駅「
お
が
わ
」

10さ
ん
さ
ん
市
場
 （
農
産
物
販
売
）

村
内
の
畑
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
は
じ
め
、季
節
の

山
菜
、豆
腐
や
醤
油
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
。食
材
の

食
べ
方
も
アド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。 026-269-3582

農
の
花
 （
農
産
物
加
工
所
）

村
内
で
採
れ
た
作
物
を
使
っ
て
、地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
お
や
き
や
漬
物
、お
惣
菜
、ジ
ャ
ム
な
ど
を
製
造
。

お
土
産
に
お
す
す
め
。   026-219-２６４０

　
耕
雲
閣
 （
宿
泊
）
026-269-2088

411バ
ス
テ
ィ
高
府

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、
村
営

マ
ン
シ
ョ
ン
を
セ
ッ
ト
に
し
た
複
合
施
設
。

026-266-0044　

ア
ル
プ
ス
観
光
タ
ク
シ
ー
 （
交
通
）

026-269-3636

 026-217-5383
ふ
る
さ
と
ハ
ウ
ス
ビ
オ
ト
ー
プ
 （
農
家
民
宿
）

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
西
澤

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
で
収
穫
体
験
や
獲
れ
た
て
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
購
入
が
で
き
ま
す
。
手
作
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ソ
ー
ス
の
か
か
っ
た
ソ
フ
ト
ア
イ
ス
も
ご
賞
味
あ
れ
。

開
園
期
間
は
６
月
下
旬
～
８
月
上
旬
。
要
問
合
せ
。

026-269-2798

星
と
緑
の
物
産
館

農
産
物
、土
産
品
、飲
食（
小
川
タ
ン
メ
ン
等
）の
ご
提
供

定
休
日
　
毎
週
水（
祝
日
の
場
合
は
木
）

026-269-3789（
星
と
緑
の
ロ
マ
ン
館
内
）


